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道路公害による心理的ストレスに関する研究

TheStudyonthePsychologicalStressCausedby

TrafTicPollutions

増田真也
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１．はじめに

現代社会の中で生きている多くの人々に上，［}身をとり

まく環境からの圧迫に様々な形で対処しながら生活して

いるｃこれは，人間が自分の内部環境を出来るだけ恒常

的に保とうと努力しているからである。しかし圧迫の

強度があまりにも強すぎたり，その圧迫に対する対処の

状態があまりにも長く続いたりすると，人ＩＩｌｌの内部の恒

常性は崩れ，人は精神的にいらいらして錐Ili力が落ちた

り，疲れやすくなったり，時にIｴﾙii気iこ至ることさえあ

る。

近年の交通網の発達は交jIIi量の｣御大をもたらし生活

環境は大きく変化してきた。特に，環状７３.線のような

幹線道路は，郊外の住宅地を通りながら，大型車の比率

が高く，また夜ＩＨＩの交通量が多いという特徴があり，そ

の沿線地域の人々は道脇公宙の膨灘を大きく受けている

と思われる。本研究の|l的は，蝋状７号線から受ける騒

音，振動，排気ガス等のストレッサーに対する沿道住民

の認知的評価が，どのような条件（｣卿境要凶Ⅲ個人的喫

因）によって影響を受けるのか，そしてそれらによって

決定された評価がどの程度，住民のストレス状態を規定

しているのかを実証的に分析することにある。

２．ストレスと理論モデル

ストレスという冨蛾は生1111学者や心理学者，社会学

者，疫学君．，医学片をはじめ，マスコミを通じて一般の

人々にも広く使われている。しかし，いざストレスを学

１１|]的に精密にとらえようとすると，「ストレス」という

司葉がとても多義的であることがわかる。「多くの定義

はそれぞれ，刺激や反応，またそこに介在する変数iこ対

する重要腰のWH1度がちがっている（CoheI1P／α/、1986)」

のである。

ではあるが，ストレス研究の流れを概観してみると２

つの大きな１J地がある。１つは生理学，｜ﾉl分泌学におけ

る研究に雄礎を置く，生理的見地であり，もう一つは生

理学におけるストレス概念を持ち込みながら，独自にそ

の概念を発11坐させてきた心IJR学見地ﾄﾆ雄づくものであ

る。以下，この２つの視点から見たストレスの概念規定

および，モデルについて言及する。

ストレスという概念をはじめて学ill分野に導入し仁の

はHaI1sSelyピ（1950）である。彼はあらゆる特典的な有

害作因は全て－それが心理的刺激であろうと，物理的刺

激であろうと－非特異的な生理反応を引き起こすことに

注目し，それらの症状を「汎適応症候群(GenaralAd・

aptationSyI1drome)」と名付けた。
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「物理的または生理的な各樋有害作凶によって汎適応

症候群がり|き起こされる｣－これがストレスにDMする

Selyeの一般原則であり，生理的ストレスの代災的なモ

デルであるが，この仮説はいくつかの批判を呼んだ。ま

ず第一に，特定のストレッサーが特異的な生理反応を引

き起こすこともある。そして第二に，ストレッサーに対

する非特異的な反応があることも認めるが，それは，状

況がストレスフルであると認知されたときだけに生じる

情動反応であり，非特異的なストレス状態は心理的作用

が介在する，という批判である。（Cohencmﾉ．1986)。

このような心理的ストレスの概念をうちだし，かつ，

最も影響力のあるのはLazarusの理論である。（Cohen

emﾉ.1986)。Lazarus（1966)は「"脅威”に対する認知

評価がストレッサーとストレスの間に介在する」とし

て，Selyeに批判を加えた。彼は刺激布置とストレス反

応の間に心理学的変数の存在を考え，まず刺激が脅威

(threat）であるかどうか，という一次認知評Illiが起こる

と考えた。そして，それが脅威であると認知されると，

次にその脅威に対して対処できるかを決定する資源（個

人の対処資源，環境からの対処資源）について二次評価

が行われる，とした。これに基づいて対処過程が遂行さ

れるのであるが，この評価の過程の中でストレッサーの

強度が決まり，それが大きいほどストレス状態になる，

という理論モデルを打ち出した。そして更に，これらの

知覚が時間によって変化するにつれて，一次評価，二次

評価が繰り返される，とした。

また，心理的ストレス研究においてIよりohrel1wend

を中心とした生活事件（LifeEveI1t）型の研究がある。

こうした研究はいずれも，①人生における比較的大きな

生活事件（例えば，結婚，子供の誕生，配偶者の死亡な

ど）に焦点をあてている点，②ストレスフルなライフイ

ペントは縞神的障害の原因となると考える点に共通点が

ある（Dobrenwend,Ｂ､Ｓ､＆Dohrenwend,Ｂ､Ｐ､1974)。

が，しかし，Lazarusはライフイペソト型の研究では，

不健康度との相関係数が０．２以下でとても低いことを指

摘しストレスは日常の小さな事件の積み重ねからおこ

るという仮説をたてた。そしてライブイペントのかわり

に日常生活混乱（DailyHassles）という変数を組み込

み．こちらの方が不健康度に対する予測率が高い堀を示

している（Lazarusctα/、1984)。

このようにストレスに関する定義や理論モデルは２つ

の大きな流れはあるとはいえ多種多様である。最近では

分野内，分野間での理論的統一よりは個々の状況（例え

ば，人口密度，道路騒音，転居など）に応じて，より明
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函
図１道路公害と健康状態の関係本分析

の基本枠組

確なメカニズムを追求するほうに向かっている（Cohen

c/α/、1086)。

そこで今回は「環状７号線の振動，騒音竿は，それら

に日々さらされている沿線住民にとってDaiIyHas、

slesである」という位置付けのもと，「ストレヅサーと

ストレスの間の認知評価」に焦点をあてる心理的ストレ

スの理倫に基づいて，道路公害によるストレスの実証的

な分析を拭承る（図１)。

３．方法

1）網査方法

質間紙による郵送法

2）実施日

１９８８年１０月１９日発送。１１月１６日までに返信さ

れたものを分析に用いた。

3）対象者

太lll区|ﾉ}で現状７号線に頂面する沿jii地区に住む女性

(20～６０戯）２３７人（以下直ljdi群）を対象とした。また

統iljll群として，同じく大田区内で環７沿道以外の地区に

住む女性２２３人（以下対照群）にも同様の質問紙を送っ

た。有効回収数は両群とも１１７人であり，回収率は直面

群で50.0％，対照群で52.5％であった。

4）質問項目

この調査では住宅環境，ライフスタイル，個人特性な

ど，さまざまな質問を用意したが，本分析はこの中から

認知的評価や健康状態に因果的に影響を与えると想定さ

れる変数のみを使用した。

①年齢

②家屋素材

道路公轡

(騒音，振動など）

家屋素材

生活パターン

パーソナリテイ
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木造家屋であるか，鉄筋家徽屋であるか。室内での騒音た。得点が向いほど不健康を表す。

や振動の物理量の違いを生み出すため，認知的評価に影
結果

響を与えると考えられる。

③平均平日外出時間いくつかの変数で，直Inj群と対照群の間に違いが見ら
平'1の平均の外出時間を記入してもらった。外出時間れる゜まず，家屋素材において対照群では鉄筋建築が

は，道路公害の物理的な暴露量に関連していると考えら11.1％にすぎないのに対し，直面群では40.2％もある。

れる゜また，１F齢は対照群の方が高く，トラブルイベント合

④欲求不満非耐性汁点，不健康度得点はi自面群の方が高いという結果を得

ＣＡＳ不安検査（園原ら，1960）の中の，欲求不満によた（表１)。

る緊張の程度を測定する８項ロ３段階からなる尺度ｄ得なお，信頼`性の確認のためにα係数を算出した。その

点が高いほど欲求不満に対する耐性が低いことを示す。結果，欲求不満非耐性でα-851,トラブルイベント合

⑤トラブルイベント項目計点でα-973,不健康度で、(＝､964,と十分な値を得

過去の研究から（山本，土屋，1984)，環状７号線沿た。

線住民が受けると思われる生活上のトラブルについて5０次に，各項目とトラブルイベント得点，不健康度との

項目（騒音，振動，ドアや窓を閉め切っておくことによ相関係数を計算した。家屋素材項目はカテゴリー変数で

る密閉感，事故や災害に対する不安など）を選んだ。過あるが，木造を０，鉄筋を１のダミー変数として値を算

去一ケ月以内に経験したかどうかを尋ね，経験した場合出した。

はそのトラブル経験の大変さの程度を５段階で評定して｜,'Ｉ群共，トラブルイベントと不健康度の関係は強い。

もらった。また，直面群では家屋素材とトラブルイベント，イミ健康

⑥健康状態度との間で統計的に有意な関係があった（表２)。

金久,深町（1972）による日本語版ＣＭＩ（Cornell最後に，図１のような，変数間の因果関係を想定する

Medicallndex）から，Ｃ（心臓脈管系１４項目)，Ｉ（疲ことが妥当かどうかを確かめるために，トラプルイベン

労度７項目)，Ｊ（疾病頻度９項目）の３０項目を用い卜得点と不健康度を内生変数とするパス解析を行った。

表ｌ各項目の平均値と標準偏差

対照群
平均値（標準偏差）

直面群
平均値（標準偏差）

t検定

年齢

平均外出時間

欲求不満非耐性

トラブルイベント合計点

不腱，願度

4５．６３

５．１８

１７．５１

８．５２

３．３５

（8.96）

（3.96）

（2.74）

(55.83）

（4.45）

(7.76）

(3.45）

(2.89）

(9.15）

(3.74）

’＜、05

11.ｓ。

１１．s．

p＜､０１

１１）＜,０１

4２．２３

５．２９

１７．３２

７７．２１

４．７８

''.s･＝ｎｏｔsignificant

表２変数間の相関係数

対照群直面群

トラブルイベント合計点｜不健康度｜トラブルイベント合計点｜不健康度

、433*＊＊

、１６６

－．０７０

－．０５０

－．１９３＊

トラブルイベント合計点

年齢

家屋素村

、４４５*＊＊

、１６６

－．１８３＊

－．０２５

．０５６

１．０００

－．０８１

．０３１

－．１１２

－．054

１．０

．１

－．２

00

43

73*＊

平日外出時間

|欲求不満非耐性

一.０６７

．１０１

*：ｐ＜,０５，＊＊：ｐ＜､０１，＊*＊：，＜,001
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った゜このことは，これら３変数が不健康度に対して直

接効果をもたないということを愈味しており，変数間の

因果関係のモデルは支持される｡

トラブルイベントに対しては，家屋素材の違いが大き

な影響を与えることがわかった。鉄筋住宅であれば，木

造よりも騒音，振動の影響が小さいだろうから，この結

果には十分うなずける。ただしトラブルイベント合計

点の子illI率は十分にihiいとは言えず，この項目を規定す

る他の要因がモデルに組み込まれなければならないとい

うことを意味している｡例えば，これまでのストレス研

究の結果から，自尊心（self-esteem）の高い人は身体症

状が少なく，また社会的支援(socialsupport）の大きな

人は精神的な良い状態（ｗｅｌｌ・being）に回復するのが早

いと言われている（Delongis，Folkman，＆Lazarus，

1988)。またLazarusらのストレス理論（Lazarus，

1984）においてはストレヅサーに対する対処行動（coP

ingbehavior）が砿視されているが，今回の研究にはこ

うした変数が一切含まれていなかった。今後の研究では

こうした他の要因とストレヅサー，身体的健康との関係

を考噸することにより，道路公害による心理的ストレス

のプ戸セスについての知識を一層精徹化し，効果的な対

策を探っていくことが必要であろう。

参考文献

UqU

回０８６

(Ｒ-453）(Ｒ-313）

､1１２

値は標準化パス係数
太線は１％水i伯で有意なパスを示す
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